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兵
隊
に
な
る
ま
で　

　

柳
本
静
一
は
、
物
部
町
大
栃

に
生
ま
れ
、
柳
本
旅
館
跡
継
ぎ

の
御
曹
司
で
あ
っ
た
。

　

大
栃
小
学
校
の
頃
か
ら
作
文

が
得
意
で
、
城
東
中
学
か
ら
文

学
を
志
し
て
慶
應
義
塾
高
等
部

に
入
学
し
た
。
こ
の
経
歴
か
ら

は
「
お
坊
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
な

印
象
で
あ
る
。

　

昭
和
17
年
９
月
、
競
争
率
20

倍
の
第
二
期
海
軍
予
備
学
生
に

合
格
し
、
武
山
海
兵
団
、
海
軍

機
雷
学
校
で
対
潜
学
生
の
教
程

を
終
え
て
機
雷
の
専
門
家
と
な

っ
た
。

勇
戦
奮
闘
の
記

　

昭
和
19
年
７
月
、
イ
ン
ド
洋

の
ア
ン
ダ
マ
ン
島
に
赴
任
し

た
。

　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
砲

台
（
15
セ
ン
チ
砲
２
門
）
に
勤

務
し
て
い
た
昭
和
20
年
５
月
、

英
駆
逐
艦
数
隻
が
来
襲
し
た

時
、
こ
れ
に
応
戦
し
て
一
隻
を

大
破
さ
せ
、
ほ
か
の
一
隻
に
も

損
害
を
与
え
て
撃
退
し
た
。

　

こ
の
戦
果
は
、
第
12
根
拠
地

隊
（
原
鼎
三
中
将
）
最
大
の
も

の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
19
年
８
月
28
日
、
Ｂ
24

爆
撃
機
８
機
が
ポ
ー
ト
ブ
レ
ア

港
に
機
雷
20
個
を
投
下
す
る
。

　

昭
和
19
年
12
月
17
日
、
Ｂ
24

爆
撃
機
12
機
が
、
ポ
ー
ト
ブ
レ

ア
港
を
空
襲
し
、
隊
唯
一
の
掃

海
の
専
門
家
と
し
て
大
活
躍
し

た
。

困
難
の
記

　

ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
は
、
日
本

占
領
の
西
端
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
南

方
に
帯
状
に
連
な
る
小
島
か
ら

成
っ
て
い
る
。
所
属
は
イ
ン
ド

領
で
船
舶
の
中
継
港
と
監
獄
島

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
住
民

は
凶
悪
犯
の
子
孫
で
女
性
が
４

人
に
１
人
の
割
と
少
な
く
、
争

い
が
絶
え
ず
、
油
断
の
で
き
な

い
イ
ン
ド
人
と
ビ
ル
マ
人
の
住

民
１
万
７
千
人
で
あ
り
、
英
軍

の
撤
退
時
、
監
獄
の
凶
悪
犯
囚

人
約
５
千
人
は
解
放
さ
れ
て
島

に
潜
伏
し
て
い
た
。

　

昭
和
17
年
６
月
中
旬
、
占
領

直
後
に
「
ア
ン
ダ
マ
ン
島
よ
り

逃
走
又
は
逃
走
を
企
て
た
者
は

厳
罰
に
処
す
」
の
軍
布
告
が
さ

れ
、
役
場
の
掲
示
板
や
ア
ン
ダ

マ
ン
新
聞
で
住
民
に
注
意
を
喚

起
し
て
い
た
。
日
本
軍
占
領
当

時
、
住
民
は
「
自
由
イ
ン
ド
万

歳
」
と
歓
迎
し
、
協
力
的
で
あ

っ
た
。

　

昭
和
18
年
に
入
る
と
、
英
軍

の
反
撃
が
始
ま
り
、
海
上
封
鎖

や
空
襲
は
激
化
し
た
。
赤
土
の

痩
せ
た
土
地
で
農
業
生
産
力
が

乏
し
く
、
駐
留
日
本
軍
２
万
７

千
人
を
含
む
住
民
４
万
４
千
人

の
食
糧
は
逼
迫
し
、
昭
和
20
年

に
入
る
と
、
住
民
に
餓
死
者
が

出
る
状
況
と
な
っ
た
。

　

住
民
は
、
こ
の
困
難
は
日
本

軍
が
駐
留
し
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
連
合
軍
に
協
力
し
て
日
本

軍
に
不
利
な
活
動
を
行
う
こ
と

や
、
「
こ
こ
で
は
餓
死
が
待
っ

て
い
る
だ
け
」
と
考
え
る
こ
と

も
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
軍
が
こ
れ
を
抑
圧
す
る
こ

と
は
、
ま
た
当
然
の
対
抗
策
で

あ
っ
た
。

運
命
の
記

砲
台
長
原
田
中
尉
「
逃
亡
を
企

て
た
９
名
を
処
分
せ
よ
」　

分
隊
士
柳
本
中
尉
「
分
り
ま
し

た
」

牛
島
兵
曹
長
「
９
名
全
員
を
殺

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
と
、
住
民
が
騒

ぎ
ま
す
よ
」

原
田
中
尉
「
し
か
し
、
司
令
部

か
ら
の
命
令
だ
ぞ
」

　

兵
士
と
は
、
上
司
の
命
令
に

よ
っ
て
死
地
に
身
を
投
じ
る
の

が
任
務
で
あ
り
、
上
官
は
生
殺

与
奪
の
権
利
を
持
ち
、
命
令
を

下
し
て
そ
の
生
命
を
左
右
し

た
。
そ
れ
が
当
時
、
日
本
の
常

識
で
あ
っ
た
。

　

原
田
中
尉
、
柳
本
中
尉
、
牛

島
兵
曹
長
は
、
ビ
ル
マ
人
９
名

を
別
の
島
に
移
送
し
て
、
こ
れ

を
銃
殺
、
３
名
を
斬
首
し
て
命

令
を
実
行
し
た
。
原
田
中
尉
は

剣
道
４
段
で
軍
刀
は
「
備
前
長

船
の
銘
刀
」
と
自
慢
し
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
斬
首

は
、
原
田
中
尉
が
行
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

英
軍
事
裁
判
の
記

　

終
戦
後
、
こ
の
事
件
は
住
民

の
密
告
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
戦

時
下
、
占
領
軍
の
法
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
処
置
で
あ
り
、
不
法

と
は
言
え
な
い
と
判
断
さ
れ

た
。
本
件
以
外
に
も
数
件
の
戦

犯
事
件
が
発
生
し
て
い
た
が
、

日
本
側
の
主
張
が
聞
き
入
れ
ら

れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
住
民

に
恨
ま
れ
た
者
は
安
心
で
き

ず
、
事
件
に
無
関
係
の
者
で
も

告
発
さ
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

華
僑
粛
清
事
件
の
検
察
側
論
告

で
は
「…

こ
の
事
件
で
は
、
千

人
の
命
が
失
わ
れ
た
。
35
人
の

命
は
安
い
も
の
だ
。
誰
が
や
っ

た
か
は
問
題
で
は
無
く
、
連
帯

し
て
責
任
を
負
う
べ
き
だ…

」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
英
軍

事
法
廷
の
目
的
が
想
像
さ
れ
よ

う
。
本
件
は
軍
刀
を
用
い
た
こ

と
が
、
人
道
に
反
す
る
と
追
及

さ
れ
た
。

裁
判
結
果

海
軍
中
将
原　

鼎
三　

無
罪

（
別
件
絞
首
刑
）

海
軍
大
佐
島
崎
繁
一　

無
罪

海
軍
大
尉
豊
島
種
治　

無
罪

海
軍
中
尉
原
田
国
市　

絞
首
刑

海
軍
中
尉
柳
本
静
一　

絞
首
刑

海
軍
少
尉
牛
島
勝
市　

絞
首
刑

　

こ
の
判
決
は
、
ど
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
よ
う
か
。
原
田
中
尉

以
下
３
名
が
謀
議
し
て
断
行
し

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
司
令
官

と
参
謀
は
、
協
議
し
て
命
令
を

発
し
て
お
り
、
受
け
た
の
が
原

田
隊
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
柳
本

中
尉
は
命
令
を
受
け
て
立
会

い
、
「
撃
て
！
」
と
号
令
は
し

た
か
も
知
れ
な
い
。
軍
隊
は
運

隊
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
が
、
こ

こ
ら
あ
た
り
に
あ
る
よ
う
に
も

思
え
る
。

軍
事
裁
判
裏
側
の
記

　

英
軍
の
駐
留
が
始
ま
り
、
４

年
間
も
の
間
、
「
日
本
軍
に
協

力
し
た
者
は
戦
犯
に
問
う
」
と

脅
し
、
金
品
を
餌
に
告
発
を
奨

励
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。
住
民

に
す
れ
ば
、
支
配
者
の
復
帰
で

身
の
安
全
を
第
一
に
行
動
し
た

で
あ
ろ
う
し
、
金
品
目
的
の
創

作
事
件
も
審
議
さ
れ
、
良
識
の

裁
判
長
が
打
ち
切
っ
た
も
の
の

一
方
で
は
、
起
訴
事
件
が
あ
い

ま
い
の
ま
ま
で
「
死
刑
判
決
」

の
例
も
あ
っ
た
。
初
期
の
判
決

は
厳
し
く
、
後
期
は
緩
め
ら
れ

た
と
も
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
裁

判
前
に
収
監
中
の
刑
務
所
で
、

英
軍
監
視
兵
に
虐
待
さ
れ
、
死

亡
し
た
者
も
数
人
が
知
ら
れ
て

い
る
。
裏
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

追
わ
れ
た
屈
辱
を
晴
ら
す
こ
と

と
、
植
民
地
支
配
者
復
帰
へ
の

ア
ピ
ー
ル
が
あ
る
と
推
量
さ
れ

て
、
一
方
的
な
報
復
裁
判
と
言

わ
れ
て
い
る
。

柳
本
静
一
心
情
の
記

「
今
度
思
ヒ
ガ
ケ
ズ
戦
犯
人
ト

シ
テ
新
嘉
坡
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
デ
死
ナ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト

ト
ナ
リ
マ
シ
タ
。
何
レ
帰
レ
ナ

イ
ト
ハ
思
ツ
テ
マ
シ
タ
ガ
、
コ

ン
ナ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
父
上
母
上

ニ
嘆
キ
サ
セ
ヨ
ウ
ト
ハ
夢
ニ
モ

思
ヒ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。
（
中

略
）
最
後
迄
柳
本
家
ノ
正
統
ト

シ
テ
決
シ
テ
恥
カ
シ
ク
ナ
イ
態

度
ヲ
持
チ
続
ケ
マ
ス
。
決
シ
テ

自
分
ガ
悪
イ
事
ヲ
シ
テ
斯
カ
ル

事
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
只

一
途
ニ
国
ノ
為
ヲ
思
ツ
テ
為
シ

タ
事
デ
ス
。
私
ガ
惨
虐
ナ
事
ノ

出
来
ル
子
デ
ナ
イ
事
ハ
父
上
母

上
ガ
一
番
ヨ
ク
知
ツ
テ
イ
テ
下

サ
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
判
決
ヲ
受

ケ
テ
カ
ラ
考
ヘ
ル
事
ハ
唯
父

上
、
母
上
ノ
事
丈
デ
ス
。
最
後

迄
私
ノ
胸
ノ
中
ニ
父
上
母
上
ヲ

シ
ツ
カ
リ
抱
キ
シ
メ
テ
死
ン
デ

行
キ
マ
ス
。
（
後
略
）
」

柳
本
中
尉
、
昭
和
21
年
４
月
26

日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
チ
ャ
ン

ギ
ー
刑
務
所
で
刑
死
。

　
【
参
考
資
料
】　

光
人
社
Ｎ
Ｆ

文
庫
「
イ
ン
ド
洋
孤
島
戦
記
」

小
澤
一
彦
著
・
中
公
文
庫
「
神

を
信
ぜ
ず
」
岩
川
隆
著

編
集
後
記

　

日
本
人
が
戦
争
を
反
省
し
て

60
年
余
、
平
和
憲
法
下
の
日
本

人
が
武
器
を
持
っ
て
海
外
に
出

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
国
際
情

勢
と
な
っ
て
い
る
。
有
為
の
青

壮
年
２
５
０
万
が
人
柱
と
な
っ

て
『
平
和
日
本
』
が
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は

な
ら
な
い
。

（
取
材
・
編
集
＝
岡
村
委
員
）

　

香
美
市
の
平
和
活
動

非
核
・
平
和
宣
言
都
市
香
美
市

　

香
美
市
は
、
核
兵
器
の
廃
絶

と
、
平
和
を
願
う
す
べ
て
の
人

々
と
相
携
え
て
行
動
す
る
こ
と

を
決
意
し
、
平
成
18
年
５
月
25

日
、
『
非
核
・
平
和
都
市
』
宣

言
を
行
い
、
『
日
本
非
核
宣
言

自
治
体
協
議
会
』
に
加
入
し
ま

し
た
。

　

非
核
宣
言
自
治
体
が
世
界
に

広
が
っ
て
い
く
契
機
と
な
っ
た

最
初
の
非
核
宣
言
は
、
１
９
８

０
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
は
、
米
ソ

冷
戦
の
さ
な
か
、
核
兵
器
の
脅

威
を
な
く
す
た
め
、
自
ら
の
ま

ち
を
非
核
兵
器
地
帯
で
あ
る
と

宣
言
し
、
他
の
自
治
体
に
も
同

じ
よ
う
な
宣
言
を
す
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

平
和
市
長
会
議
へ
の
加
盟

　

香
美
市
は
、
平
成
22
年
１
月

１
日
に
、
『
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
て
の
都
市
連
帯
推
進
計
画
』

に
賛
同
す
る
世
界
各
国
の
都
市

で
構
成
さ
れ
て
い
る
平
和
市
長

会
議
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

刑
務
所
前
に
は
、
刑
死
者
の

た
め
の
礼
拝
堂
が
建
っ
て
い
る
。

戦
犯
柳
本
静
一
中
尉
の
死

い
ず

か

や

チャンギー刑務所前礼拝堂

チャンギー刑務所

インド

アンダマン諸島

ミャンマーミャンマーミャンマー
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